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環境は き れいに 

驚 

造成進む松島団地 

12 日 現地で地鎮祭 

鍬 入 れ （起 工 式） 
〇…五所川原駅の東側に

造成中の松島団地 G05.0 

00坪、事業主体・・・県住宅協

会）は、工事も着々と進み

緑の多い文化的住宅団地と 

t て‘生まれかわろうとし

ています。 

〇…この団地は、上下水

道の完備、道路は7スフア

ルト舗装、中央公園、児童

遊園地、幼稚園などが施設

されます。、 

〇…地鎮祭は、12日現地

に県住宅協会長代理、平野

副知事など、関係者多数が 

、あつまり、おごそかにおこ 

‘なわれ、緑にかこまれた団

地の建設に前進した。 
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を
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令

・
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害

・
母
子
福
祉

年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
中
に
、

定
時
所
得
状
況

届
を
、
提
出
す

る
こ
と
に
な

つ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
届
田
を
し

ま
せ
ん
と
、
 

五
月
以
降

の
福
祉
年
金
が
受
給
 

く
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

届
出
に

は
、
国
民
年
金
証
書

と
印
か
ん

を
お
持
ち

に
な

つ
て

市
役
所
保
険

課
国
民
年
金
係
に

お
い
で
く
だ
さ

い
。
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① 	（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 	市 	政 ニ 	ユ 	ー 	ス 	 昭和40年 5月巧日 

ただいま、全国的に環境衛生推進運動が展開されて

おります。当市でも、自動車をかりて半年間、雪の下

積みとなつていた、ごみの回収に全力をあげておりま

すから、市民のみなさんも、つぎのことにご協力くだ

さるようお願いします0 

△一般家庭で、特別にごみがでた場合、炭俵などに詰

めて、運搬しやすいように願います。 

△大量にごみのでる事業所では、自家処理願います。 

ム紙くずなどのもえやすいものは、なるべく自家処理

願います0 

△ストーブの灰、および練炭灰は、路上に山積みしな

いで、火災の心配がなくなつてから、炭俵などに詰

めて、運搬しやすいように願います。 

ムごみ箱には、魚その他生物（ちゆう芥類）を入れな

いでください。ちゆう芥類は、普通のごみと別にし

ポリェチレンなどの袋に入れ、運搬しやすいように

願います0 

A自家の周囲にある下水溝は、毎週 1 回の掃除をお願

いします0 

△各官公署、病院等は、簡易焼却炉の設置を願います 

△河川、湖沼、堤防、その他公共の場所にごみやし尿

を絶対に捨てないでください。 



（五所川原農業改良普及所） 

〇りんご…園地の見廻りをおこたるな‘・・ 

この期間は、田植最盛期となり、とかく園地の見廻

りがおろそかになります。つぎのことを注意すること 

① 草生の刈取り実施…りんご園では、りんご樹と

草との養分や水分の奪いあいをするが、 1 年を通

じて一番重要な時期はこの期間ですので、 1 回は

必らず刈り取りをすることが大切です0 

② 人工授粉・・・開花がおくれている。人工授粉で小

玉防止を／開花は 7 日以上おくれている。田植作

業とかちあうが、つとめて（とくに国光）励行す

るように努力してほしい。 

〇稲 作・・・健苗育成と早植・・・ 

5 月10日現在の苗の生育測定によると、昨年に比し

軟弱で苗伸びもなく、全般的におくれを見ている。苗

代管理には十分注意し、健苗の育成につとめ、早植で

きるようにする。 

① 苗代管理・・・トンネル式畑苗代は、田植まで降霜

の心配のない限り、昼夜ともビニールを全開して

外気にならすこと。 

② トンネル式折衷苗代・‘・一般に深水の傾向にあり

ますので、床面がしめる程度の浅水とし、日中温

暖の日は、ビニールを全開し、健苗を育成する。 

③ 保温折衷苗代・・・水管理を適正にし、温暖な日は

極力浅水とする0 

④ 田植作業・・・田植は、畑苗代では 5 月25日までに

終るようにし、 トンネル式折衷、保温折衷苗代で

も 5 月末日までには、終るように作業を進める0 
植付直前の 0 ED グリーンの使用は初期生育の促

進に効果がある0 

◇ OEDグリーンの使用法…苗取直後、水18lに、0 
EDグリーンを450gを溶かし、噴霧機で苗体全面がぬ

れるようiこ撤布するか、または、苗体を液に浸す。 
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国
鉄
で
は
、
全
運
転
事
故
の

約
四
〇
％
を
し
め
て
い
る
『
踏

切
事
故
』
 
の防
止
に
重
点
を
お

き
、
み
な
さ
ん
に
交
通
道
徳
の

高
揚
に
つ
い

て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

俵
元
協
立
納
入
組
合
の

ー
か

年
前
納
に
ひ
き
つ
づ
き
、
こ
の

た
び
、
中
長
富
納
入
組
合
（
組

合
長
甘
藤
森
兼
世
さ
ん
、
組
合

員
三
二
人
）
、
 田
町

・
栄
町
納

入
組
合

（
組
合長
n
下
山
柾
男

さ
ん
、
組
合
員
九
六
人
）
、
 下

長
富
納
入
組
合
（
組
合
長
【
高

橋
馨
さ
ん
、
組
合
員
四
六
人
）
 

原
子
第

一
納
入
組
合

（
組
合
長
 

【
柳
原
政
次
郎
さ
ん
、
組
合
員

六
六
人
）
、
 伝
助
町
納
入
組
合
 

（組
合
長
u
三
浦

一
正
さ
ん
、
 

・

、
、、
、
、、
、
、

ー
 

仙
庭
氏

受

勲
 

動
五
等
双
光
旭
日
章
 

仙
庭
栄
八
氏
（
市
内
大
字
松

野
木
）
 は
、
長
年
に
亘
り
地
方

自
治
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
、
 

授
与
さ
れ
た
。
 

氏
は
、
北
郡
書
記
を
ふ
り
だ

し
に
金
木
町
助
役
、
小
泊
村
長

長
橋
村
長
、
五
所
川
原
市
議
会

議
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。
 
 

組
合
員
五
五
人
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
 一
か
年
前
納
を
や
り
と
げ

ま
し
た
。
と
く
に
、
昨
年
度
青

森
県
知
事
か
ら
表
彰
を
う
け
た

下
長
富
、
田
町
栄
町
納
入
組
合

で
は
、
二
か
年
連
統
の
前
納
達

成
と
い
う
こ
と
で
、
各
方
面
か

ら
大
き
な
注
目
を
あ

つ
め
て
お

り
ま
す
。
 

保
険
課
で
は
、
こ
の
よ
う
に
 

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
方

法
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
、
選

挙
の
告
示
後
一
定
期
間
認
め
ら

れ
、
申
請
に
よ
り
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
選
挙
期
日
の
告
示
の
日

の

前
日
ま
で
に
、
登
録
の
申
出
を

し
た
も
の
に
つ
い
て
、
調
製
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

積
極
的
な
納
入
組
合
の
活
動
に

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
ぶ
ん
で
は
、
昭
和
四
十

年
度
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績
は
、
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に

な
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す
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も
の
に
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る
の

で
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な
い
か
と
、
喜
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で
お
り

全
組
合
員
が
こ
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五
組
合

の
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に
つ
づ
く
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と
を
よ
び

ー
 

か
け
て
い
ま
す
。
 

な
お
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町
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橋
賢
作
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え
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ん
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高
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郎
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の
啓
子
さ
ん
は
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全
期
間
の
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険
料
を
前
納
し
ま

し
た
。
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う
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故
の
四
〇
％
 

踏
切
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
踏
切
道
を
利
用
す
る
通

行
者
が
、
 
『
一
日
一停
止
』
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
子
供
た
ち
の
い
た
ず

ら
に
よ
つ
て
起
る
事
故
が
、
 一
 

今
後
の
選
挙
に
際
し
、
登
録
の

「
り

申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

か
ら
、
転
入
者
、
ま
た
は
新
し

く
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、
選

挙
管
理
委
員
ま
で
、
印
か
ん
ご

持
参
の
上
、
申
出

（
本人
に
限

？
に

り
ま
す
）
し
て
く
だ
さ
い
。
 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
い

つ
で
も
う
け
つ
け
て
お
り
ま
す
 

年
間
に
 
四
二
】
四七
件
も
発
生

し
、
こ
の
な
か
で
、
 『
線
路
へ

の
置
石
』
 
によ
る
事
故
が
、
一
一

五
四
四
件
を
し
め
て
お
り
ま
す

こ
と
し
に
入
つ
て
、
五
所
川

原
駅
周
辺
で
発
生
し
た
、
こ
の

種
の
事
故
は
、
数
件
あ
り
ま
す

明
る
い
社
会
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
 
『
踏
切一
且
停
止
』
と

線
路
の
通
行
、
立
入
、
構
内
通

行
を
や
め
て
、
列
車
の
安
全
確

保
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。
 

拾
得
物
の
お
し

ら
せ
 

◇
i
五
月
十

一
日
午
前
十
時
11
1
 

十
分
こ
ろ
市
役
所
内
に
 
『紙

幣
』
を
お
と
し
た
方
は
、
市

役
所
総
務
課
、
ま
た
は
五
所

川
原
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

◇
…
市
役
所
玄
関
前
に
 
『男
物

コ
ウ
モ
リ
傘
』
を
忘
れ
た
方

は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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一
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が
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民
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補
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挙

人
名
簿
の
登
録
 

転
入
者
．
新
有
権
者
は
選
管

へ
 

〔5月21日 ～ 31日 ） 
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